
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
つ
く
し
会
の 

障
害
年
金
相
談
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光  

 

長
年
、
東
京
つ
く
し
会
の
障
害
年
金
相

談
事
業
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
立
川
麦
の
会

の
岡
田
治
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
昨
年
、

病
に
倒
れ
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

岡
田
氏
は
発
症
時
期
が
不
明
な
案
件
や
不

支
給
が
決
定
さ
れ
た
方
の
再
申
請
な
ど
、

支
給
ま
で
に
は
至
ら
な
い
よ
う
な
困
難
な

案
件
を
も
申
請
者
に
寄
り
添
い
支
給
開
始

に
こ
ぎ
つ
け
た
例
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

岡
田
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

さ
て
、
障
害
年
金
は
精
神
障
が
い
者
に
と

っ
て
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い

収
入
源
で
す
。
少
し
で
も
ご
家
族
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
、
当
事
者
が
障
害
年
金

の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
新
た
な
相

談
の
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。 

 〔
目
的
〕 

 

障
害
年
金
な
ど
に
つ
い
て
の
家
族
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
家
族
及
び
精
神
障
害
者
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

〔
対
象
〕 

東
京
つ
く
し
会
加
盟
の
家
族
会

会
員 

〔
相
談
員
〕 

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

丸
橋
年
金
塾 

 

代
表 

丸
橋 

俊
博
氏 

〒
１
５
７‐

０
０
６
１ 

世
田
谷
区
北
烏
山
８
の
２
２
の
３ 

電
話
番
号
０
３
（
６
７
５
０
）
２
２
８
０ 

FAX
番
号 

０
３
（
６
７
５
０
）
５
２
０
７ 

携
帯
０
９
０
（
５
５
２
７
）
０
１
１
０ 

｛
開
始
時
期
｝ 

２
０
２
２
年
４
月
か
ら 

｛
相
談
方
法
｝ 

１
東
京
つ
く
し
会
事
務
局
に
連
絡
し
説
明

書
と
申
込
用
紙
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

２
申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
年
金

加
入
状
況
証
明
書
な
ど
必
要
書
類
と
と
も

に
東
京
つ
く
し
会
事
務
局
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
員
（
丸
橋
年
金
塾
）
に
つ

く
し
会
よ
り
送
付
し
ま
す
。 

３
相
談
員
か
ら
連
絡
が
き
ま
す
の
で
、
面

談
日
を
決
め
て
下
さ
い
。 

４
契
約
書
の
取
り
交
わ
し 

申
込
書
の
内
容
に
よ
り
面
談
が
終
わ
り
、

障
害
年
金
の
申
請
の
た
め
の
契
約
書
を
申

し
込
み
者
（
家
族
）
と
相
談
員
（
丸
橋
年

金
塾
）
と
の
間
で
取
り
交
わ
し
し
ま
す
。 

こ
こ
か
ら
、
年
金
掛
け
金
の
納
付
状
況
、

初
診
日
調
査
、
必
要
に
応
じ
て
主
治
医
と

の
面
談
、
病
歴
、
就
労
状
況
等
申
立
書
の

作
成
等
年
金
作
成
に
必
要
な
準
備
を
十
分

に
行
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
年
金
請
求
書
作
成
し
提
出
し
ま

す
。 

６
後
は
、
年
金
事
務
所
の
裁
定
を
待
ち
ま

す
。 

７
相
談
料 

丸
橋
年
金
塾
と
の
契
約
は
１
事
案
に
つ
き

１０
万
円
で
す
。 

東
京
つ
く
し
会
で
は
、
そ
の
内1

万
円
を

着
手
金
と
し
て
負
担
い
た
し
ま
す
。 

相
談
者
は
、
年
金
の
支
給
が
確
定
し
、
年

金
が
本
人
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
ら
、

１０
日
以
内
に
丸
橋
年
金
塾
に
９
万
円
を

支
払
っ
て
下
さ
い
。 

な
お
、
不
支
給
の
場
合
は
支
払
い
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

不
支
給
の
場
合
は
、
不
服
申
し
立
て
等
適 

切
な
処
置
を
講
じ
ま
す
。
そ
の
場
合
の
費 

用
は
相
談
員
の
責
任
で
行
い
ま
す
。 

 

以
上
が
新
た
な
障
害
年
金
相
談
の
仕
組
み

で
す
。
年
金
を
専
門
と
す
る
法
人
に
お
願

い
し
ま
し
た
の
で
、
き
め
の
細
か
い
内
容

と
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
対
応
を
し
て
頂
け

ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

令和４年３月号 

東京都精神保健福祉家族会連合会

（東 京 つ く し 会） 

〒 156-0056 世 田 谷 区 八 幡 山

3-33-1  林マンション 301 

TEL/FAX：０３－３３０４－１１０８ 

http://www.ttsukush 。

sakura,ne,jp/発行者 眞壁 博美 

２ ０ ２ ２ ． 3 ． １ ５  第３ 8 0 号 

 

 

http://www/


東
京
都
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
講
演
会 

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
現
場
か
ら 

：
日
常
の
関
わ
り
と
成
長
・
会
話
の
工
夫
：
」 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

江
頭 

由
香 

日
時 

２
０
２
２
年
２
月
19
日
午
後
２
時
～
４
時 

講
師 

田
口
ゆ
り
え
氏 

（
Ｋ
Ｈ
Ｊ
埼
玉
け
や
き
の
会
家
族
会
） 

 

「
Ｋ
（
家
族
会
）
」「
Ｈ
（
ひ
き
こ
も
り
）
」「
Ｊ
（
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
」
で
検
討
さ
れ
た
社
会
参
加
支
援
の
家

族
支
援
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

ひ
き
こ
も
り
は
「
非
精
神
病
性
の
現
象
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
精
神
障
害
の
治
療
中
の
方

も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
発
症
は
、
脳
の
脆
弱
性
、

環
境
要
因
等
が
大
き
い
の
に
、
「
甘
え
」
と
い
う
偏

見
も
あ
り
ま
す
。 

・
陥
り
や
す
い
本
人
と
家
族
の
関
係 

こ
う
し
た
中
で
陥
り
や
す
い
の
が
、
親
が
圧
力
を

か
け
、
子
は
親
を
避
け
不
信
感
が
募
り
暴
力
と
な
り
、

子
に
よ
る
親
の
支
配
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
、
親
の
圧
力
で
怒
り
の
大
爆
発
と
な
る
前
に
、
子

が
負
の
感
情
を
出
す
怒
り
の
小
爆
発
を
繰
返
し
軽

く
し
ま
す
。
親
が
理
解
す
る
様
子
を
見
せ
る
と
、
子

は
負
の
感
情
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

・
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜
め
る
た
め
に 

親
は
受
容
的
姿
勢
、
共
感
的
理
解
と
共
に
、
社
会

の
変
化
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
価
値
観
を
見
直

し
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
家
庭
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、

子
の
自
己
理
解
と
い
っ
た
変
化
と
な
り
、
家
、
社
会

で
行
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

・
ひ
き
こ
も
り
な
が
ら
成
長
を
目
指
す 

社
会
で
行
動
す
る
土
台
と
し
て
家
で
行
動
し
ま

す
。
い
き
な
り
就
労
、
就
学
で
は
な
く
、
買
物
、
掃

除
等
で
き
る
こ
と
を
増
や
す
、
役
所
な
ど
対
面
の
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
場
合
は
家
族
と
一
緒
に
経
験
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
ス
モ
ー
ル
ゴ
ー
ル
を
蓄
積
し
ま

す
。
回
復
に
は
時
間
が
か
か
り
反
抗
も
あ
り
ま
す
が
、

回
復
の
途
中
だ
と
考
え
、
本
人
に
近
づ
く
た
め
「
辛

い
の
に
気
が
つ
か
な
く
て
ご
め
ん
ね
」
と
謝
り
ま
す
。 

・
会
話
が
苦
手
な
本
人
と
意
思
疎
通
を
図
る
に
は 

 
ひ
き
こ
も
り
、
特
に
発
達
障
害
の
方
は
会
話
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
苦
手
な
の
で
、
①
短
く
、
肯
定
的

に
、
②
非
言
語
な
ら
メ
モ
・
メ
ー
ル
、
③
ほ
め
る
、

④
具
体
的
に
言
う
、
⑤
頼
み
ご
と
に
丁
寧
に
応
じ
る
、

⑥
先
回
り
の
心
配
は
無
用
、
⑦
大
人
扱
い
す
る
、
⑧

怒
り
の
感
情
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
⑨
切
り
の
な
い

議
論
は
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
宣
言
、
⑩
頼
み
ご
と
に
は

応
じ
る
が
命
令
に
は
従
わ
な
い
、
⑪
ほ
ど
よ
い
距
離

を
あ
け
る
、
こ
と
が
必
要
で
す
。 

挨
拶
は
会
話
の
は
じ
ま
り
で
す
し
、
時
の
話
題
も

会
話
の
き
っ
か
け
で
す
。
メ
ー
ル
も
積
み
重
ね
る
と

会
話
に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
回
り
の
心
配
は
親
の
圧

力
を
感
じ
る
た
め
後
方
支
援
が
良
く
、
行
動
で
の
反

応
も
あ
る
の
で
行
動
の
理
解
も
必
要
で
す
。
大
人
扱

い
す
る
こ
と
は
本
人
を
信
頼
し
て
い
る
と
捉
え
ら

れ
ま
す
し
、
失
敗
は
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
と
考
え

ま
す
。 

・
声
掛
け
の
工
夫 

ひ
き
こ
も
り
の
方
は
、
主
体
性
が
弱
い
、
親
へ
の

わ
だ
か
ま
り
、
自
己
評
価
が
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

主
体
性
を
育
む
た
め
に
は
選
択
式
の
質
問
を
す
る
、

親
へ
の
わ
だ
か
ま
り
へ
は
「
一
緒
に
」
と
誘
う
、
自

己
評
価
を
高
め
る
た
め
に
は
「
名
前
」
を
呼
ん
で
ほ

め
ま
す
。 

他
人
の
家
へ
の
放
火
を
強
要
す
る
よ
う
な
無
理

な
要
求
は
、
で
き
な
い
と
宣
言
し
、
つ
ら
さ
に
共
感

後
に
諭
し
ま
す
。
親
へ
の
長
時
間
の
説
教
は
、
切
り

の
な
い
議
論
な
の
で
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
最
初

に
終
了
時
間
を
決
め
ま
す
。
死
に
た
い
と
い
う
発
言

に
対
し
て
は
動
揺
せ
ず
、
死
ん
で
欲
し
く
な
い
と
素

直
に
回
答
し
ま
す
。
ま
た
、
無
駄
遣
い
に
対
し
て
は
、

家
計
簿
や
親
が
高
齢
で
死
ぬ
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
を
「
必
ず
読
む
」
よ
う
声
を
か
け
ま
す
。 

 

「
大
事
な
事
は
普
段
か
ら
本
人
の
言
い
分
や
本

人
の
心
情
に
寄
り
添
う
こ
と
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
、

で
き
る
か
不
安
も
感
じ
ま
し
た
が
、
関
わ
り
に
よ
る

変
化
の
説
明
を
伺
う
と
報
わ
れ
る
苦
労
で
あ
る
と

思
え
ま
し
た
。
精
神
障
害
者
家
族
に
と
っ
て
も
参
考

に
な
る
説
明
が
多
く
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

２ 



第
九
期
東
京
都
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会 

第
４
回
総
会
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 

２
月
４
日
（
金
）
午
前
、
標
記
の
会
議
が
都
庁
会
議

室
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

都
庁
会
議
室
で
参
加
し
ま
し
た
。 

「
第
九
期
東
京
都
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
」
は
、
東

京
都
に
お
け
る
障
害
者
の
た
め
の
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
知
事
の
附
属
機
関
と

し
て
置
か
れ
た
も
の
で
す
。
関
係
行
政
職
員
、
学
識
経

験
者
、
障
害
者
、
支
援
者
、
都
職
員
等
２０
人
以
内
で
組

織
し
、
任
期
は
２
年
で
す
。
私
は
、
東
京
都
精
神
保
健

福
祉
民
間
団
体
協
議
会
（
都
精
民
協
）
代
表
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。 

 

第
九
期
東
京
都
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
は
、
「
東

京
都
障
害
者
計
画
・
第
６
期
東
京
都
障
害
福
祉
計
画
・

第
２
期
東
京
都
障
害
児
福
祉
計
画
（
令
和
３
年
度
～
令

和
５
年
度
）
の
策
定
に
向
け
て
の
提
言
」
を
つ
く
り
、

障
害
者
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
監
視
す
る
と

い
う
任
務
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
期
は
、
第
１
回
総
会
が
令
和
２
年
２
月
１４
日
開
催
、

６
回
の
専
門
委
員
会
と
４
回
の
総
会
が
行
わ
れ
、
今
回

が
任
期
最
後
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
４
回
総
会
で
は
、
平
成
３０
年
度
～
令
和
２
年
度
の

計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
都
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、
討
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 
 

私
は
、
令
和
２
年
度
の
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
３
カ
所
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
実
施
し
た
人
数

が
８４
人
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
「
都
内

で
、
医
療
中
断
等
で
地
域
生
活
が
安
定
し
な
い
精
神
障

害
者
は
大
勢
い
る
。
医
師
・
看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉

士
等
の
重
装
備
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
大
切
だ
が
、
練
馬

区
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
軽
装
備
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
他
の
委
員
か
ら
は
、
「
都
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
数
は
、
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
が
、
支
援
の
質
に
問

題
あ
り
の
所
が
目
立
っ
て
い
る
。
支
援
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
都
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

狛
江
さ
つ
き
会
講
演
会 

「
当
事
者
の
家
族
と
し
て
父
親
の
立
場
を
語
る
」 

 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

２
月
２２
日(

火)

今
年
度
の
行
事
と
し
て
、
狛
江
市
障

団
連
と
の
共
催
の
講
演
会
を
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

団
体
活
動
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
事
者
を
始
め
、
狛

江
市
議
の
方
や
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
、
「
当
事
者
の
家
族
と
し
て
父
親
の
立
場

を
語
る
」
講
師
は
、
轡
田
英
夫
氏(

NPO
法
人
練
馬
す
ず

し
ろ
会
副
理
事
長
・
つ
く
し
会
副
会
長)

で
す
。 

ま
ず
息
子
さ
ん(

精
神
障
害
者
二
級
・
親
と
同
居)

の

お
話
で
、
生
育
過
程
か
ら
病
状
・
現
在
の
様
子
・
経
済

的
な
面
・
社
会
資
源
と
の
つ
な
が
り
・
親
亡
き
後
の
た

め
に
、
親
あ
る
間
に
な
す
べ
き
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

○
社
会
資
源
と
の
つ
な
が
り 

現
在
、
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
に
週
２
回
通
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
た
め
と
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
そ
う
で

す
。 保

健
相
談
所
の
家
族
の
集
い
に
も
夫
婦
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
行
政
に
、
お
子
さ
ん
の
事
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
と
の
事
で
す
。 

息
子
さ
ん
は
絵
を
見
る
事
が
好
き
な
の
で
、
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
よ
く
美
術
館
へ
行
く
な
ど
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
障
害
者
手
帳
の
有
効
利
用
で
す
ね
。 

○
親
亡
き
後
の
た
め
に
親
あ
る
間
に
解
決
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
事
。 

①
当
事
者
の
事
を
書
い
た
物
を
作
る
。
生
育
歴
・
病

歴
・
性
格
・
趣
味
・
好
き
な
も
の
・
苦
手
な
も
の
等
々

を
カ
ー
ド
で
書
き
記
し
て
お
く
。 

②
社
会
資
源
と
の

つ
な
が
り
を
作
る
。 

③
後
見
人
を
ど
う
す
る
か
。
任

意
後
見
人
か
法
定
か
。 

④
経
済
的
な
問
題
で
は
、
生

活
資
金
の
確
保
・
金
銭
管
理
を
ど
う
す
る
か
等
々
。
⑤

遺
言
書
の
作
成
。 

⑥
現
在
の
戸
建
て
を
維
持
す
る
の

は
困
難
な
の
で
、
住
居
を
ど
う
す
る
か
、
等
々
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

最
後
に
、
練
馬
す
ず
し
ろ
会
の
活
動
状
況
を
話
し
て

頂
き
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、

「
家
族
会
に
父
親
が
参
加
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
。
」
と
か
「
今
日
は
夫
に
来
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

３ 



寄
稿 

「
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
」 

都
連
理
事 

江
頭 

由
香 

 
つ
く
し
会
の
理
事
と
な
り
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。

調
布
か
さ
さ
ぎ
会
会
長
も
兼
務
で
、
家
族
会
の
仕
事

は
、
相
談
会
、
関
係
会
議
の
出
席
以
外
に
、
関
連
情

報
の
調
査
、
会
報
や
関
連
資
料
の
作
成
、
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
が
あ
り
、
入
会
前
に
考
え
て
い
た
以
上
に
多
忙

な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
調
査
、
資
料
作

成
等
は
自
宅
で
一
人
で
行
う
の
で
、
好
き
な
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
、
息
抜
き
を
兼
ね
て
の
作
業
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

私
と
、
同
居
す
る
当
事
者
の
弟
は
音
楽
の
趣
味
が

共
通
な
の
で
、
弟
が
数
十
年
か
け
て
集
め
た
Ｃ
Ｄ
、

レ
コ
ー
ド
か
ら
自
分
で
選
ん
だ
り
、
音
楽
に
詳
し
い

弟
の
お
薦
め
を
聴
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
Ｃ
Ｄ
、

レ
コ
ー
ド
の
中
古
品
が
廉
価
で
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
我
が
家
に
は
か
な
り
の
枚
数
が
揃
い
ま
し

た
。
レ
ン
タ
ル
も
、
図
書
館
で
Ｃ
Ｄ
も
貸
し
出
し
て

い
る
た
め
、
自
宅
に
な
い
音
楽
を
無
料
で
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
弟
が
編
集
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
か

な
り
の
本
数
が
揃
っ
て
お
り
、
幅
広
く
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
家
族
会
作
業
が
数
年
続
い
て
も
、

毎
回
違
う
曲
を
楽
し
め
そ
う
で
す
。 

好
き
な
音
楽
を
楽
し
く
聴
き
な
が
ら
、
家
族
会
の

仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

☆ 

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
み
ん
な
で
や
ろ
う
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」 

日
時 

４
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時 

 
  

講
師 

高
森 

信
子
氏 

会
場 

二
幸
産
業･

Ｎ
Ｓ
Ｐ
健
幸
福
祉
プ
ラ
ザ 

５
階 

視
聴
覚
室 

申
込
不
要 

 

主
催 

サ
ン
ク
ラ
ブ
多
摩 

☎0
4
2
-
3
7
1
-
33
8
0
 
 
 

○
「
入
院
と
退
院
」 

日
時 

４
月
９
日
（
土
） 

講
師 

精
神
科
医
・
大
泉
病
院
社
会
医
療
部
長 

山
澤 

涼
子
氏 

会
場 

新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー  

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

☎03-
3
9
8
7
-
9
7
88 

※
講
演
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
や
む 

な
く
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
お
出
か
け
の
際
は
主
催
者
に
ご
確
認
下
さ 

い
。 

    

☆ 

東
京
つ
く
し
会
事
務
所
に
つ
い
て 

☆ 

開
設
時
間 

平
日
10
時
～
15
時 

 
 

 
 
 

水
曜
、
土
日
祝
日
は
休
み 

住 

所 
 

世
田
谷
区
八
幡
山
３-

３３-
１ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

林
マ
ン
シ
ョ
ン
３０１ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

３
３
０
４-

１
１
０
８ 

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

立
川
麦
の
会
で
は
、
定
例
会
（
３
時
間
）
の
最
初

の
５０
分
間
は
、
音
楽
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
練

習
し
て
い
る
曲
は
、
東
京
大
会
記
念
歌
「
つ
く
し
ん

ぼ
」
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
る
の
で
、
季
節
の

歌
も
歌
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
立
川
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
て
い
る
「
春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

立
川
麦
の
会
は
出
演
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
年
間
は

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
「
春
コ
ン
」
は
、
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
音
楽
活
動
は
続
け
て
い
ま
す
。 

 

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
曲
は
、
「
歌
詞
が
良
く
て
、

口
ず
さ
み
や
す
く
、
元
気
が
出
て
く
る
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
４
番
ま
で
あ
る
の
は
、
家
族
会
活
動
の
基
本

を
１
つ
の
歌
に
ま
と
め
た
か
ら
で
す
。
①
家
族
同
士

の
分
か
ち
合
い
、
②
自
分
の
人
生
を
大
切
に
す
る
、

③
系
統
的
な
精
神
保
健
教
育
、
④
要
望
を
声
に
出
し

て
運
動
し
て
い
く
こ
と
、
ど
れ
も
大
切
な
項
目
を
や

さ
し
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

私
が
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
４
番
の
最
後
の
「
笑
い

合
っ
て
、
語
り
合
っ
て
、
ひ
ろ
が
っ
て
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
安
心
し
て
語
り
合
え
る
仲
間
と
、
決

し
て
悲
愴
に
な
ら
ず
に
笑
い
合
い
、
語
り
合
っ
て
運

動
を
進
め
、
仲
間
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
希
望
に

満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

   

４ 


